
第２回 耶馬渓ダムとともに水害に強い地域づくりを考える意見交換会 

日時：令和７年１１月２５日（火）１４時００分 ～ 

場所：山国川河川事務所 ダム管理課 会議室 

 

次  第 

 

 

１． 開会 

 

２． 挨拶 山国川河川事務所 事務所長 

 

３． 議事  

 

１） 今年度の出水・渇水状況について 

 

２） 意見交換 

○前回の振り返り 

○今回の提案 

・避難に関する情報について 

・緊急放流時のサイレンについて 

・上曽木地区避難訓練の紹介について 

○次回開催について 

 

４． 閉会 



 

資料－１  
 

「耶馬渓ダムとともに水害に強い地域づくりを考える意見交換会」規約  
 
（名称） 
第１条 本会は、「耶馬渓ダムとともに水害に強い地域づくりを考える意見交換会

（以下「意見交換会」という。）」と称する。 
 
（目的） 
第２条 本意見交換会は、耶馬渓ダムの機能や能力及び大雨時のダムの操作につい

て、ダム下流沿川の皆様に理解してもらい、防災情報の提供方法や地域の防

災行動について考え、地域防災力の向上を図ることを目的とする。 
 
（構成） 
第３条 意見交換会は、別表に掲げる者（以下「メンバー」という。）によって構成

する。 
２ メンバーは、必要に応じて、交替や増員ができるものとする。 

 
（意見交換会） 
第４条 本意見交換会には、会長と事務局を置く。 

２ 事務局は、意見交換会を運営し、会務を行う。 
３ 意見交換会は、会長が必要と認めた時に招集する。 

 
（会長） 
第５条 会長は、意見交換会を代表し、会務を総括する。 
  ２ 会長は、意見交換会に諮って定める。  

 
（事務局） 
第５条 本意見交換会の事務を行うため、事務局を国土交通省九州地方整備局山国

川河川事務所ダム管理課に置く。 
 
（雑則） 
第６条 この規約に定めるもののほか、意見交換会の運営に必要な事項は、事務局

が意見交換会に諮って定める。 
 
（付則） 

この規約は、令和７年５月２６日から施行する。  
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

今年の出水状況

～令和７年８月７日からの大雨について～



気象・降雨の概要
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河川の水位の状況
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ダムの洪水調節の状況
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耶馬渓ダムの洪水調節の状況
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

今年の渇水状況

～耶馬渓ダムから約５４３万m3 の水を補給～



山国川における渇水概要

7

○R３年に渇水タイムライン（渇水時の行動計画）を作成し、耶馬溪ダムの貯水率に応じ
た自主節水や取水制限などの対応を明確にしている。
○水利用が安定してなされるよう、山国川本川流量が減少した場合には、耶馬渓ダムから補
給を実施しているが、貯水位が70％を下回る恐れがある場合には、「山国川中下流域水利
用連絡協議会」を開催し、利水者の協力を得て取水制限や住民への節水協力の呼びかけ
などを行っている。
○山国川では、耶馬渓ダム (S60.3完成)や平成大堰（H2.11完成）の完成後、H3年か
らの35年間で17回の取水制限（自主節水含む）を行っている。

渇水時（R7.8.7）

【H13以前】
ダムの不特定用水の放流により取水
制限それまで利水者個別に自主節水
【H14～H22】
ダム貯水率60％で取水制限
【H23以降】
ダム貯水率60％で自主節水
ダム貯水率40％で取水制限

耶馬渓ダムの貯水池の状況（太平橋より上流を撮影）

耶馬溪湖（山移川）

耶馬溪湖（山移川）

№ 年 種別 取水制限・自主節水

1 7月22日 ～ 7月26日 取水制限

2 8月1日 ～ 10月11日 取水制限 上水道10％、工業用水30％、農業用水30％

9月8日 ～ 9月20日 取水制限 全利水者30%

9月21日 ～ 9月29日 取水制限 上水道30％、工業用水40％、農業用水40％

4 8月24日 ～ 8月26日 取水制限 上水道10％、工業用水10％、農業用水30％

5 9月10日 ～ 10月21日 取水制限 上水道10％、工業用水10％、農業用水30％

上水道10％、工業用水67％

①農業用水30%（大井手堰、荒瀬井堰以外）

②農業用水20%（大井手堰：田植終了後30％）

③農業用水0%（荒瀬井堰：田植終了後30％）

上水道15%, 工業用水67%, 農業用水40%（荒瀬以外）

農業用水（荒瀬井堰）30％（田植終了後40％）

7 8月30日 ～ 9月6日 取水制限 上水道10%, 工業用水67%, 農業用水30%

8 平成２０年 8月15日 ～ 8月18日 取水制限 上水道10%, 工業用水67%, 農業用水30%

9 平成２１年 9月12日 ～ 10月15日 取水制限 農業用水30%

10 平成２２年 9月13日 ～ 9月28日 取水制限 上水道10%, 工業用水80%, 農業用水30%

8月13日 ～ 8月22日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20～30%

8月23日 ～ 8月26日 取水制限 上水道15%, 工業用水75%, 農業用水30～40%

12 平成２８年 8月23日 ～ 9月14日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20～30%

13 平成２９年 6月19日 ～ 7月14日 自主節水 全利水者10～30%

8月9日 ～ 8月29日 自主節水 全利水者

8月30日 ～ 9月10日 取水制限 上水道20%, 工業用水75%, 農業用水30～40%

15 令和２年 9月4日 ～ 9月23日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水10～30%

16 令和６年 8月19日 ～ 9月2日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20%

8月1日 ～ 8月12日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水10～20%

8/4の代表幹事会にて、耶馬渓ダムの貯水率が40%を下回った時
点で、上水道20%, 工業用水80%, 農業用水30%の取水制限を行う
予定だったが、8/9から8/11にかけての出水で河川の流況及び
耶馬渓ダムの貯水率が回復したため見送り

17 令和７年

平成６年

期間

6月28日 ～ 7月2日

平成１７年

6月22日 ～ 6月27日 取水制限

取水制限
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平成３０年14

3

6

取水制限まで至った年度とその内容

平成２５年

平成１４年

平成１０年

平常時（R7.6.5）

過去の自主節水・取水制限の取組概要



実績（ダムから補給ありの流量）

ダムからの補給がない場合

下唐原地点の流量変化

正常流量概ね２．０m3/s

秋雨前線により
河川流況が回復

耶馬渓
ダム

山国川
下唐原地点

周防灘

貯水位が常時満水位（162.0ｍ）

から約９．３ｍ低下

(R7.8.7)耶馬渓ダム貯水率40.7％

貯水位152.67m
流量は速報値。今後、変わる可能性あり。

(m /s)

山国川流域では、 令和７年６月２７日の梅雨開けから８月８日までまとまった降雨が無く、７月の降水量は平年の約７％※1、８月に入っても９日までの降水量が平年の

約１７％程度にとどまり、河川の水量が減少傾向になった。

その結果、河川流況や上水道・工業用水・農業用水等の水利用に支障を来す恐れが生じたため、耶馬渓ダムでは７月８日より山国川下流へ向けて、 ３１日間（７月８

日～８月７日）で約５４３万m3 （みずほPayPayドーム福岡約３杯分※2）の水を補給し、下唐原地点において概ね正常流量※3が確保された。その後、８月９日からの前線に

よる降雨によって、河川流況が改善し、ダムの貯水量も回復した。

もし、ダムからの補給がなかった場合、２７日間程度は河川の水量が減少し、生物や水質、景観などの河川環境や上水道・工業用水・農業用水等の水利用に支障が

生じたと推測される。

令和７年度と主要な渇水が発生した年度のダム貯水量変化

８月９日から、前線の影響により、３日間で平年の８月分を超える降雨を記録。

H10最低貯水率 24.6％
最低貯水位 149.39ｍ
貯水量 2,413,000ｍ３

H30最低貯水率 29.7％
最低貯水位 150.50ｍ
貯水量 2,915,000㎥

常時満水位

543万m 補給
８／１１貯水位が回復

７／８補給開始

R6最低貯水率 39.8％
最低貯水位 152.51ｍ
貯水量 3,903,000㎥

梅雨開け6/27

7/8 補給開始

R7最低貯水率 40.7％
最低貯水位 152.67ｍ
貯水量 3,987,000㎥

※１）平成元年以降の７月の流域平均雨量が平均３６１㎜に対し、令和７年７月の累加雨量は２４.６㎜
※２）みずほPayPayドーム福岡の容量を１７６万m3として計算
※３）正常流量とは「上水道・工業用水・農業用水等が安定して取水されるとともに、魚類等の生息環境や水質、

河川景観等を 維持するため必要な流量」

耶馬渓ダムから約５４３万m3の水を河川に補給

8
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８月２日（ダム補給量約４m3/s）ダムの補給有りと補給が無かった場合の山国川の流況
【ダムの補給があった場合（実測に基づく河川流量）】

【ダムの補給が無かった場合の河川流量】

北九州・京築地区水道、

工業用水、農業用水Ｄ

友枝川

（流入）
農業用水Ｃ

三口取水

中津市水道

農業用水Ｂ 屋形川

（流入）

農業用水Ａ
跡田川流域

（流入）

宮永取水 中津市

水道他

津民川流域

（流入）

河川の流量

（m3/s)

農業用水

還元

津民川合流点の状況（７／３１）

５／８００
下唐原地点
約2.1m3/s

１６／８００
上曽木地点
約6.2m3/s

２７／１００
柿坂地点約4.８m3/s
（ダム補給量約3.7m3/s）

ダムからの補給効果
ダムがない場合の河川の水量

○耶馬渓ダムでは７月８日より山国川下流へ向けて、３１日間（７月８日～８月７日）で約５４３万m3 の水を補給しました。
○下図は、この期間の内、渇水が厳しい状況であった８月２日（土）の川の流量の状況をシミュレーションし、川の流量を模式的に表したもの
です。

○ダムからの補給 約４m3/sにより、河川の水量が維持され、生物や水質・景観などの河川環境への影響及び上水道・工業用水・農業用水
等の水利用への支障に関して軽減が図られたと推測します。

山国川への流入

山国川から取水

２７／１００
柿坂地点
ダム無し
約1.2m3/s

山移川合流点の
状況（７／３１）

５／８００下唐原地点の状況（７／３１）
跡田川合流点の
状況（７／３１）

ダムからの補給がなかった場合、これから下流の水量が不足し、
河川環境への影響や取水が難しくなったと考えられる

※数値は速報値なので後日
修正がある場合があります

平
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枝
川

山 国 川

河口からの距離（ｋｍ）

５／８００
下唐原地点
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（参考）耶馬渓ダムの渇水補給効果



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

前回の振り返り



①緊急放流実施時の状況

〇緊急放流は、計画規模を超える洪水時に実施
○九州でも計画規模を超える洪水により、甚大な被害が発生
また、九州の管理ダムにおいても、「緊急放流」を実施している状況
○山国川は、緊急放流前に避難しなければならないことがありうる
→緊急放流実施という状況になった場合では避難が難しいことが考えられる

前回の意見交換会 説明内容

11

②命を守る行動につなげるためには

１．耶馬渓ダム、山国川の特徴を理解する
２．避難するための情報について
情報の種類（自治体からやマスコミの情報など）
情報入手の手段としてわかりやすいものは何か
現在はどういう情報を出しているか
避難に繋がるためのわかりやすい情報は何か．．．
３．避難行動について



１．耶馬渓ダム、山国川の特徴を理解する
・R5出水：本川からの被害はないが、内水や支川からの越水あり→避難行動時の課題

２．避難するための情報について → 今回のテーマ
①高齢者が多く、夜の移動は難しいため、避難について早めの連絡が欲しい
②避難情報について
地域の特性を踏まえ、警報が出ていなくても、前日や明るい時間帯に高齢者等が避難できる
よう、高齢者避難情報を発出し、避難所を開設している
旧下毛郡では、防災無線等の放送を実施し、中津メールに登録して頂いている方には通知が
届くようになっている

③避難のタイミングを確認するため、馬溪橋の上流に量水標を設置できないか
④緊急放流を実施するとなった場合、浸水が想定される具体の地区名を伝えられないか

３．避難行動について
・地域には「避難したくない」と言う人が多い。声かけしていく必要があると思っている
・避難所がハザードマップ上で浸水エリアの中にある
・気象情報より避難指示を出しているが、緊急放流の有無に関わらず、避難頂くことが重要
緊急放流となった場合、さらに１ランク上げて避難して頂く心づもりが必要
・緊急放流が想定される場合、避難完了していても浸水想定区域であれば、レベル５緊急安全
確保が出された時にどのような行動をとるか、最後の手段として考えておかなければならない

前回の意見交換会 各メンバーからの意見

12



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

中津市からの避難に関する情報提供



中津市の避難情報の伝達手段について

＜告知放送屋外拡声器＞ ＜告知放送端末（左：旧型・右：新型）＞ ＜なかつメール＞

【中津市の災害時情報伝達手段】

❏中津市では、様々な手段を活用して避難情報を伝達している。
❏災害から身を守るためには、自ら情報を収集する意識が重要。

＜中津市防災ポータルサイト＞
＜緊急速報メール（エリアメール）＞

＜自動電話発信・ファックス送信サービス＞
※障がい者の方のみ
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中津市の避難情報の発令ついて

❏ 中津市では、警戒レベルを用いて避難を呼びかけている。

❏ 避難の呼びかけは、気象庁が発令する大雨警報等の発表後、気象庁が公開しているキキクル（危
険度分布）や、気象庁からの情報等を用いて、避難の判断を行っている。

❏ 深夜帯にまとまった降雨（線状降水帯 等）が予想される場合は、大雨警報が発表されていなくても、
明るい時間帯に避難情報を発表する場合もある。

市民がとるべき行動
行動を市民に促
す情報

警戒
レベル

何らかの災害がすでに発生している可能性が極めて高い状況となっており命の危
険が迫っているため、直ちに身の安全を確保する。

緊急安全確保警戒レベル５

防災マップで着色があるところに住んでいる方は、全員避難する。避難指示警戒レベル４

防災マップで着色があるところに住んでいる高齢者等は避難する。
高齢者等以外の人も避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難する。

高齢者等避難警戒レベル３

〇中津市が発令する警戒レベルについて

〇キキクルについて

＜中津市防災マップ（WEB版）＞ ＜キキクル＞

15



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

馬溪橋付近の避難の目安について



③馬溪橋の上流に量水標を設置できないか

17

馬溪橋付近の避難の目安について

前回の意見交換会で回答しましたが、「名勝耶馬溪として景観への配慮が必要であり、文化庁との
協議が伴う」ことから、量水標などの目印となる設置は非常に難しいと考えています。

代替案として、馬溪橋地点の避難の目安を提案します。
具体的には、馬溪橋の橋脚上端付近が柿坂水位観測所の避難判断水位※程度になりますので、
避難のタイミングを確認する判断材料の1つにしてはどうでしょうか。

※市町村からの高齢者等の避難の情報が発表される目安となる水位です。
高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当します。災害が想定されている区域等では、自治体からの
高齢者等避難の発表に留意するとともに、高齢者の方以外も避難の準備をしたり、自ら避難の判断をしていた
だく目安となる水位です。

この赤線付近が
避難判断相当
水位です

中津市設置 防災カメラ画像
（中津市ポータルサイトより確認できます） 耶馬渓橋付近 避難の目安 設定ライン（案）
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避難に関する情報提供について

○事務所で公開している映像は下記の８カ所

③馬溪橋以外の橋梁について

○中津市で公開している映像のうち、山国川の国管理区間は４カ所

本耶馬渓樋田 耶馬渓橋 本耶馬渓多志田 多志田洞門付近

耶馬溪戸原 城井橋 耶馬溪柿坂 柿坂

赤線付近が避難判断相当水位です
右端の「散策路（小段）が見えなくなる前」を目安にしてください

・青の禅海橋（事務所ホームページで確認できます）

・その他の目印について
山国川の国管理区間で最も早く溢水し始めるのは
「本耶馬渓多志田」と「耶馬溪柿坂」です。
はん濫警戒情報（レベル３）が出た場合は、中津市
からの避難に関する情報などに留意してください。



■参考：避難判断水位

19

避難に関する情報提供について



④緊急放流を実施するとなった場合、浸水が想定される具体の地区名を伝えられないか

避難に関する情報について
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緊急速報メール配信文章例

【レベル４相当】
氾濫発生の恐れ
警戒レベル４相当

山国川が氾濫のおそれ

柿坂地先（中津市耶馬渓町）
付近で河川の水位が上昇・
氾濫が発生する危険があり
ます

自治体からの情報を確認し、
安全確保を図るなど速やか
に適切な防災行動をとってく
ださい。今後、氾濫が発生す
ると、避難が困難になるおそ
れがあります
（国土交通省）

【レベル５相当】
氾濫発生
警戒レベル５相当

山国川で氾濫が発生

中津市柿坂地先（西側）で
堤防が壊れ、河川の水が
住宅地などに押し寄せてい
ます

命を守るための適切な防災
行動をとってください
（国土交通省）

○ 山国川で氾濫する危険が高まった時に、その周辺にいる人に氾濫の危険をお知らせする「緊急速報メール」
を送信しています。関係自治体、マスコミには気象庁と共同で発表する洪水予報文を送付しています。
この配信メール及び洪水予報文で緊急放流の有無に係わらず、浸水が想定される地区名をお伝えします。

警戒レベル４相当の場合 警戒レベル５相当の場合

洪水予報文

洪水予報文で
浸水が想定される
地区をお伝えします



④緊急放流を実施するとなった場合、浸水が想定される具体の地区名を伝えられないか

避難に関する情報について
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○緊急放流実施の連絡は、マスコミには記者発表でお知らせいたします。関係自治体には、通知文を送付い
たします。

記者発表資料 例

令和　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分

耶馬渓ダム
発信者　：

・ダム下流の河川で水量・水位が増加し、氾濫のおそれがあり。
・避難指示等の措置が必要。

　　そのため、洪水氾濫のおそれがあります。

　　緊急放流（異常洪水時防災操作）に移行した場合は、ただちにその旨を通知します。

　頃から下流に流れる水量が増える緊急放流（異常洪水時防災操作）を実施します。

第　　　　号

警戒レベル４相当

【重要通知　緊急放流　１時間前】

　　　※今後の降雨状況により時間が前後する可能性がありますので、ご注意ください。

　　今後、計画規模を超える洪水が予想されるため、ダムに水を貯められなくなり、　  月　  日　  時　  分

　　山国川水系山移川 耶馬渓ダム(大分県中津市耶馬溪町)では、現在、防災操作（洪水調節）を行って

　いますが、防災操作（洪水調節）に使用できるダムの空容量は減少しています。

ダム連絡

通知 (受信確認が必要です)

通知 ８

※ダム情報のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ:http://www.river.go.jp 携帯ｻｲﾄ:http://i.river.go.jp

【ダム情報】

現在時刻： 日 時 分

流入量： m3/s

（１時間前より

約 m3/s増加）

放流量： m3/s

（１時間前より

約 m3/s増加）
※値はすべて速報値

ダム水位：EL . m

（１時間前より

約 m上昇）

貯水率（有効容量）：約 ％

（１時間前より ％上昇）

緊急 耶馬渓ダム

■緊急放流について

本連絡での緊急放流とは、ダムの能力を超えるような大雨によりダムが満水になるとダム上流側から流入する

水をそれ以上貯留できなくなることから、ダムからの放流量をダムへの流入量と同程度となるように増加させ、満

水に達したらダムへの流入量をそのまま下流に通過させる操作（異常洪水時防災操作）を行うことです。

＜ダム操作に関する通知＞

関係者通知文 例



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

緊急放流時のサイレンについて
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洪水調節操作図

流入量

放流量

(m3/秒)

クレストゲート
（緊急用）

オリフィスゲート

毎秒8～35m3 

～毎秒8m3 

毎秒35～260m3

利水放流管

①コンジットゲートからの
放流時

放流量が毎秒35m3を越えコン
ジットゲートから放流する際にサ
イレンを鳴らします。

サイレンは、ダムからの放流量
が増える時に、河川の中にいる
利用者の方に対して、退避する
よう注意喚起することを目的とし
ています。（河川法第４８条）

流入量

放流量

毎秒260m3

毎秒35m3

①コンジットゲート
から放流

サイレン

利水放流管又は
オリフィスゲートから放流

コンジットゲート

サイレン吹鳴による注意喚起（前回説明資料より）

③緊急放流開始

②緊急放流1時間前
③緊急放流実施時

計画規模を超える洪水が
予測される場合は、「住民
の避難等の適切な措置
が図れるよう、関係機関
への操作予告の通知と一
般周知のための警報を実
施する」ものとしてサイレ
ン吹鳴を行います。

②緊急放流
1時間前

23

サイレン

サイレン



〇耶馬渓ダムのサイレンは、山移川の合流後、山国川
本川の「青の洞門」付近までに１０箇所あります。

● 柿 坂（国道２１２号沿い 耶馬溪中学校近く）
● 小川内（国道２１２号から、小川内橋を渡った所）
● 栃 木（国道２１２号から、津民大橋を渡った所）
● 小友田（国道２１２号から、小友田大橋を渡った所）
● 平 田（城井小学校近く）
● 金 吉（国道２１２号から、馬渓橋を渡った所）
● 多志田（国道２１２号から、中川原橋を渡った所）
● 冠石野（国道２１２号沿い 七仙橋近く）
● 上曽木（国道２１２号沿い 禅海橋近く）
● 洞 門（国道２１２号沿い 洞門橋近く）

警報所の位置

耶馬渓ダム柿坂

小川内

栃木

小
友
田

平田

金吉

多志田

冠石野

上曽木

洞門

左：情報表示盤と右：スピーカー

ゲート放流開始時のサイレン吹鳴 緊急放流のサイレン吹鳴

緊急放流の１時間前と緊急放流時に
サイレンを４回吹鳴します

サイレン吹鳴時には警報車による巡視、警報も
併せて行います。

ゲート放流開始と緊急放流の
アナウンスとサイレンをご確認ください 24

サイレン吹鳴による注意喚起（前回説明資料より）



緊急放流時のサイレンについて
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提案事項

〇サイレン吹鳴について

通常時と緊急放流時の違いは吹鳴回数のみ
⇒ 違いが分かるように、緊急放流時に吹鳴させる効果音を
追加してはどうでしょうか

〇他ダムの事例

筑後川ダム統合管理事務所では、緊急放流サイレン等の
吹鳴訓練を実施

⇒ 訓練内容・結果を紹介します



他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）

26緊急放流効果音をご確認ください
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●緊急放流サイレン吹鳴訓練内容



他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●緊急放流サイレン吹鳴訓練 実施地区
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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他ダムの事例（筑後川ダム統合管理事務所）
●アンケート実施内容・結果
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本日の意見交換について

・前回の振り返り及び説明内容について

・提案事項 緊急放流時のサイレンについて

・避難に関する情報、タイミングなどについて

いかにして情報を共有し、避難行動に移せるか、意見交換を
お願いします
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来年度に向けた提案事項



来年度以降は、みなさまにご協力いただき訓練を実施できないか、と考えています

来年度に向けた提案事項
○本意見交換会メンバーとして出席いただいている上曽木・青・中島地区自治委員と本耶
馬渓町から依頼をいただき、7月27日(日)上曽木地区避難訓練でダムの操作やこれま
での出水について説明を行いました

→来年度に訓練実施の地区でサイレン吹鳴等を活用した避難訓練を実施してはいかが
でしょうか

７／２７（日）
本耶馬渓町
上曽木地区
避難訓練
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